
機
器
間
の
連
携

家
庭
用
蓄
電
池次世代住宅に不可欠グリーン戦略が追い風

　
電
機
メ
ー
カ
ー
が
家
庭
用

蓄
電
池
を
相
次
い
で
発
売
し

て
い
る
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は

３
月
、
太
陽
光
発
電

Ｐ

Ｖ

と
蓄
電
池
を
組
み
合
わ

せ
た
「
創
蓄
連
携
シ
ス
テ

ム
」
を
発
売
し
た
。
日
中
、

太
陽
光
で
発
電
し
て
使
い
切

れ
な
か
っ
た
余
剰
電
力
を
蓄

電
池
に
貯
め
る
。
夜
間
は
蓄

電
池
か
ら
放
電
し
て
家
庭
の

電
力
を
ま
か
な
う
。
Ｐ
Ｖ
で

作
っ
た
電
気
を
有
効
利
用
す

る
機
器
と
し
て
蓄
電
池
が
使

わ
れ
る
。

◇
　
◇

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は

月
下

旬
、
住
宅
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

の

中
核
と
な
る
機
器
を
発
売
す

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の

監
視
や
家
電
の
遠
隔
制
御
の

た
め
の
機
器
で
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

の
司
令
塔
と
な
る
。
エ
ア

コ
ン
を
自
動
で
省
エ
ネ
運
転

に
変
え
た
り
、
Ｉ
Ｈ

電
磁

誘
導
加
熱

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ

ー
タ
ー
の
火
力
を
弱
め
て
自

動
で
節
電
し
て
く
れ
た
り
す

る
。
こ
の
機
器
を
創
蓄
連
携

シ
ス
テ
ム
と
も
連
携
さ
せ

「
ス
マ
ー
ト
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
と

し
て
展
開
す
る
計
画
だ
。
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
創
蓄
連
携
シ
ス
テ

ム
も
加
え
る
こ
と
で
発
電
量

や
充
電
量
、
売
電
収
入
、
電

気
代
を
一
度
に
把
握
で
き
、

節
電
効
果
を
高
め
て
く
れ

る
。

　
蓄
電
池
は
停
電
な
ど
非
常

時
の
電
源
と
し
て
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。
東
芝
ラ
イ
テ
ッ

ク
は

月
、
家
庭
用
蓄
電
池

を
売
り
出
す
。
東
芝
製
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
「
Ｓ
Ｃ
ｉ

Ｂ
」
を
搭
載
し
て
お
り
、
容

量
は
毎
時
６
・
６

。
一

度
に
た
く
さ
ん
の
電
気
を
た

め
て
長
時
間
の
使
用
が
で
き

る
。
停
電
時
に
は
冷
蔵
庫
や

照
明
な
ど
を

時
間
連
続
で

動
か
せ
る
。
他
に
も
Ｎ
Ｅ

Ｃ
、
ソ
ニ
ー
、
Ｇ
Ｓ
ユ
ア

サ
、
京
セ
ラ
、
ニ
チ
コ
ン
、

エ
リ
ー
パ
ワ
ー
な
ど
が
家
庭

用
蓄
電
池
を
発
売
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
経
済
産
業
省

の
補
助
金
対
象
製
品
と
な
っ

て
い
る
。

　
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス

次
世

代
環
境
住
宅

に
も
蓄
電
池

が
欠
か
せ
な
い
。
ホ
ン
ダ
が

さ
い
た
ま
市
内
に
建
設
し
た

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
に
も
蓄
電

池
が
あ
る
。
他
に
も
同
社
製

の
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
、
ガ
ス
コ

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電

併
給

シ
ス
テ
ム
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
蓄

電
池
に
コ
ジ
ェ
ネ
で
発
電
し

た
電
気
を
貯
め
た
り
、
家
庭

に
供
給
し
た
り
で
き
る
。
さ

ら
に
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

に
つ
な
げ
ば
車
載
用
蓄
電
池

か
ら
電
力
を
供
給
す
る
ビ
ー

ク
ル
・
ツ
ー
・
ホ
ー
ム

Ｖ

２
Ｈ

も
可
能
だ
。
三
菱
電

機
も
神
奈
川
県
鎌
倉
市
に
建

設
し
た
実
証
用
ス
マ
ー
ト
ハ

ウ
ス
で
Ｅ
Ｖ
と
の
連
携
を
検

証
し
て
い
る
。

　
政
府
が
７
月
に
決
め
た
グ

リ
ー
ン
成
長
戦
略
で
は
２
０

２
０
年
の
全
世
界
の
蓄
電
池

市
場
を

兆
円
と
想
定
し
、

日
本
企
業
が
シ
ェ
ア

％
の

兆
円
を
奪
取
す
る
目
標
を

掲
げ
た
。
現
在
、
蓄
電
池
で

主
流
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
の
用
途
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン

多
機
能
携
帯
電
話

や

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
携
帯

機
器
が
中
心
。
日
本
勢
は

年
、
同
電
池
の
世
界
シ
ェ
ア

首
位
を
韓
国
勢
に
奪
わ
れ

た
。
家
庭
用
蓄
電
池
市
場
が

立
ち
上
げ
る
の
は
こ
れ
か
ら

で
、
日
本
勢
に
は
自
ら
市
場

を
作
っ
て
首
位
を
奪
還
で
き

る
機
会
が
訪
れ
て
い
る
。

ビ
ー
グ
ル
・
ツ
ー
・
ホ
ー
ム

も
可
能
と
す
る
ホ
ン
ダ
の
蓄

電
シ
ス
テ
ム

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

周
辺
機
器
充
実
し
活
用
法
も
多
様
化

Ｎ
Ｅ
Ｃ
製
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
は

画
面
の
動
き
に
合
わ
せ
て
本

体
を
自
動
振
動
さ
せ
る
技
術

を
搭
載
。
花
火
の
爆
発
と
同

時
に
振
動
が
伝
わ
る

ソ
ニ
ー
は
最
新

機
種
「
エ
ク
ス

ペ
リ
ア
　
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｓ
」
の

さ
ま
ざ
ま
な
活

用
シ
ー
ン
を
提

案
し
て
い
る

　
近
年
、
デ
ジ
タ
ル
家
電
の

中
で
も
特
に
注
目
を
集
め
て

い
る
の
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

携
帯
型
情
報
端
末

だ
。

パ
ソ
コ
ン
に
比
べ
て
直
感
的

な
操
作
が
可
能
な
こ
と
な
ど

か
ら
、
消
費
者
の
み
な
ら
ず

製
造
業
や
流
通
業
と
い
っ
た

幅
広
い
法
人
顧
客
に
愛
用
さ

れ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
米

ア
ッ
プ
ル
の
「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

ア
イ
パ
ッ
ド

」
シ
リ
ー

ズ
が
国
内
外
で
高
い
シ
ェ
ア

を
誇
る
が
、
日
本
メ
ー
カ
ー

も
米
グ
ー
グ
ル
の
基
本
ソ
フ

ト

Ｏ
Ｓ

「
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
」
を
搭
載
し
た
端
末
で
巻

き
返
し
を
狙
っ
て
い
る
。

◇
　
◇

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
最
新
機
種
「
メ

デ
ィ
ア
ス
タ
ブ
Ｕ
Ｌ
　
Ｎ
―

Ｄ
」
を
９
月

日
に
発
売

し
た
。
１
年
か
け
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
と
共
同
開
発
を
行

い
、
画
面
サ
イ
ズ
７

で
本

体
重
量
２
４
９

と
い
う
軽

量
を
実
現
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の

調
べ
で
は
、
競
合
他
社
か
ら

発
売
さ
れ
て
い
る
同
等
サ
イ

ズ
の
端
末
は
平
均
３
５
０

だ
と
い
う
。
同
社
で
製
品
企

画
な
ど
を
統
括
す
る
西
大
和

男
パ
ー
ソ
ナ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
事
業
本
部
長
は
「
世
界

最
軽
量
だ
」
と
胸
を
張
る
。

　
同
機
の
も
う
一
つ
の
特
徴

は
、
画
面
の
動
き
や
音
声
の

変
化
に
合
わ
せ
て
本
体
を
自

動
的
に
振
動
さ
せ
る
「
ハ
プ

テ
ィ
ク
ス
」
技
術
を
搭
載
し

た
点
だ
。
例
え
ば
花
火
大
会

の
様
子
を
収
め
た
動
画
を
再

生
す
る
と
、
花
火
が
打
ち
上

げ
後
に
爆
発
し
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
端
末
を
持
つ
人
に
振
動

が
伝
わ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。
米
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

と

の
共
同
開
発
で
実
現
し
た
。

　
こ
の
技
術
を
使
え
ば
画
面

を
タ
ッ
チ
し
た
場
合
に
本
物

の
ボ
タ
ン
を
押
下
し
て
い
る

よ
う
な
触
感
を
与
え
た
り
、

ゲ
ー
ム
で
効
果
音
と
振
動
を

連
動
さ
せ
て
高
い
臨
場
感
を

出
し
た
り
で
き
る
。
す
で
に

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
大
手
の
セ
ガ

が
参
入
を
決
め
て
お
り
、
今

後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

　
一
方
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の

と
し
て
位
置
づ
け
、
消
費
者

へ
訴
求
を
図
っ
て
い
る
の
は

ソ
ニ
ー
。
９
月

日
に
最
新

機
種
「
エ
ク
ス
ペ
リ
ア
　
タ

ブ
レ
ッ
ト
Ｓ
」
を
発
売
し

た
。
高
音
質
な
音
楽
を
再
生

で
き
る
点
や
、
テ
レ
ビ
を
は

じ
め
と
す
る
Ａ
Ｖ
機
器
と
ス

ム
ー
ズ
に
連
携
で
き
る
点
な

ど
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　
「
生
活
の
中
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
こ
う
使
う
、
と
い

う
利
用
シ
ー
ン
を
提
案
す
る

こ
と
が
重
要
」
。
ソ
ニ
ー
で

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
端

末
を
手
が
け
る
岩
田
比
呂
志

商
品
企
画
担
当
部
長
は
こ
う

説
明
す
る
。
そ
の
た
め
の
具

体
策
が
、
端
末
に
接
続
す
る

周
辺
機
器
の
充
実
だ
。

　
例
え
ば
端
末
を
立
て
か
け

る
た
め
の
ス
タ
ン
ド
は
、
水

回
り
で
も
使
え
る
ア
ル
ミ

製
。
ス
タ
ン
ド
を
横
倒
し
に

し
て
流
し
台
に
置
き
、
そ
の

上
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
乗

せ
れ
ば
台
所
で
立
っ
た
ま
ま

で
も
画
面
が
見
や
す
い
ロ
ー

ア
ン
グ
ル
に
な
る
。
画
面
に

は
レ
シ
ピ
と
タ
イ
マ
ー
を
同

時
に
表
示
で
き
、
調
理
の
手

助
け
に
な
り
う
る
。
端
末
自

体
も
生
活
防
水
機
能
を
備
え

て
お
り
、
ぬ
れ
た
手
で
操
作

す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
こ
の

よ
う
に
利
用
シ
ー
ン
を
具
体

化
す
る
こ
と
で
、
端
末
本
体

と
周
辺
機
器
両
方
の
売
り
上

げ
を
伸
ば
す
こ
と
を
狙
う
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

法
は
今
後
も
多
様
化
し
続
け

る
と
見
ら
れ
る
。
自
分
な
ら

ど
の
よ
う
に
使

い
、
楽
し
む
の

か
を
考
え
な
が

ら
会
場
を
見
学

す
る
の
も
良
さ

そ
う
だ
。

ネットと融合がカギ「ポスト」テレビ時代
韓
国
Ｌ
Ｇ
電
子
の
有
機
Ｅ
Ｌ

テ
レ
ビ
。
ソ
フ
ト
や
サ
ー
ビ

ス
の
重
要
性
は
増
す
が
、
パ

ネ
ル
の
改
良
も
進
め
ら
れ
て

い
る

　
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
家
電
業

界
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
機
器
間

の
「
連
携
」
だ
。
こ
れ
ま
で

家
庭
の
主
役
だ
っ
た
テ
レ
ビ

と
周
辺
機
器
の
連
携
が
急
速

に
進
ん
で
い
る
か
ら
だ
。
テ

レ
ビ
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く

周
辺
機
器
メ
ー
カ
ー
を
含
め

て
「
ポ
ス
ト
」
テ
レ
ビ
時
代

を
見
据
え
た
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
い
る
。

◇
　
◇

　
今
年
１
月
に
米
国
で
開
か

れ
た
世
界
最
大
の
家
電
見
本

市
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
・
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
シ
ョ
ー

Ｃ
Ｅ
Ｓ

。
出
展
し
た
テ

レ
ビ
メ
ー
カ
ー
の
目
玉
は
ス

マ
ー
ト
テ
レ
ビ
だ
っ
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
し
て
映

像
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
楽

し
め
る
次
世
代
テ
レ
ビ
だ
。

　
韓
国
サ
ム
ス
ン
電
子
、
Ｌ

Ｇ
電
子
は
既
に
全
て
の
新
型

テ
レ
ビ
を
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ

対
応
に
切
り
替
え
た
。
機
種

に
よ
っ
て
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ

検
索
を
リ
モ
コ
ン
操
作
だ
け

で
な
く
音
声
認
識
や
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
操
作
で
き
る
。

　
日
本
勢
で
も
ソ
ニ
ー
が
他

社
に
先
駆
け
て

年
に
「
グ

ー
グ
ル
Ｔ
Ｖ
」
対
応
テ
レ
ビ

を
発
売
。
グ
ー
グ
ル
Ｔ
Ｖ
は

グ
ー
グ
ル
の
基
本
ソ
フ
ト

Ｏ
Ｓ

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の

ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
向
け
ソ
フ

ト
で
今
後
の
普
及
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

　
テ
レ
ビ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
融
合
、
周
辺
機
器
と
の

連
携
が
加
速
す
れ
ば
、
大
画

面
で
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
楽

し
め
る
よ
う
に
な
る
。
パ
ネ

ル
の
高
機
能
化
は
従
来
ほ
ど

重
要
性
は
持
た
な
い
に
し
て

も
、
今
後
も
続
く
。

　
実
際
、
液
晶
の
次
世
代
パ

ネ
ル
と
し
て
薄
型
で
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
特
徴
の
有
機
エ
レ

ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス

Ｅ
Ｌ

テ
レ
ビ
が
離
陸
寸

前
。
韓
国
サ
ム
ス
ン
電
子
や

Ｌ
Ｇ
電
子
は
年
内
に

型
有

機
Ｅ
Ｌ
テ
レ
ビ
を
発
売
す

る
。

　
テ
レ
ビ
メ
ー
カ
ー
以
外
も

テ
レ
ビ
と
ネ
ッ
ト
の
融
合
に

商
機
を
見
い
出
す
。
米
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
の
据
置
型
ゲ
ー

ム
機
「
Ｘ
ｂ
ｏ
ｘ
３
６

０
」
。
単
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し

む
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
で
は
な

い
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
考

え
る
の
は
Ｘ
ｂ
ｏ
ｘ
を
「
ハ

ブ
」
と
す
る
考
え
方
だ
。
Ｘ

ｂ
ｏ
ｘ
を
使
う
こ
と
で
テ
レ

ビ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
ぎ
、
音
楽
や
映
画
の
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
楽
し
め
る
。

　
Ｘ
ｂ
ｏ
ｘ
が
接
続
す
る
の

は
テ
レ
ビ
だ
け
で
な
い
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機
能
携

帯
電
話

ス
マ
ホ

や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末

携
帯
型
情
報

端
末

を
Ｘ
ｂ
ｏ
ｘ
と
連
携

さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
も
年
内
に

始
め
る
。
専
用
ソ
フ
ト
を
ス

マ
ホ
な
ど
に
配
信
し
、
Ｘ
ｂ

ｏ
ｘ
の
ゲ
ー
ム
を
ス
マ
ホ
で

遊
べ
る
よ
う
に
す
る
。
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
の
Ｏ
Ｓ
だ
け
で

な
く
、
グ
ー
グ
ル
や
ア
ッ
プ

ル
の
Ｏ
Ｓ
に
対
応
す
る
。

　
こ
う
し
た
テ
レ
ビ
の
新
た

な
使
い
方
を
模
索
す
る
動
き

で
最
大
の
焦
点
と
な
る
の
は

米
ア
ッ
プ
ル
の
動
向
だ
。
年

内
に
も
「
ｉ
Ｔ
Ｖ
」
と
呼
ば

れ
る
テ
レ
ビ
を
市
場
投
入
す

る
の
で
は
と
い
う
観
測
が
広

ま
る
。
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
対

応
で
ス
マ
ホ
「
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ

ｅ

ア
イ
フ
ォ
ー
ン

」
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

ア
イ
パ
ッ
ド

」
と
の
連

携
も
可
能
。
テ
レ
ビ
そ
の
も

の
の
機
能
で
は
な
く
、
コ
ン

テ
ン
ツ
の
多
さ
や
ほ
か
の
機

器
と
の
連
携
、
操
作
性
が
特

徴
だ
。
従
来
と
異
な
る
ユ
ー

ザ
ー
層
が
テ
レ
ビ
市
場
に
流

れ
込
む
可
能
性
が
高
い
。

　
テ
レ
ビ
市
場
で
画
質
の
高

性
能
化
の
み
が
求
め
ら
れ
る

時
代
は
終
わ
り
つ
つ
あ
る
。

ソ
フ
ト
や
サ
ー
ビ
ス
を
含
め

て
付
加
価
値
を
い
か
に
提
供

で
き
る
か
が
各
社
に
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

デジタル機器　最新動向
エンターテインメントからエネルギー機器まで

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １０月２日 火曜日 　　


